
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波篠山市立多紀小学校 

   校長 安井 健二 

令和７年度 学校評価アンケート報告 

 

    日頃から本校の教育活動に、深いご理解とご支援を賜り、心よりお礼申しあげます。 

    さて、本年度実施いたしました学校評価アンケートでは、多くの保護者の方からご回答いただ

きました。また、貴重なご意見もたくさんいただきありがとうございました。 

回答の結果や保護者の方々からのご意見を参考にさせていただきながら、よりよい学校づくり

に向けて取り組んでいきます。 

 

                

 
「よく思う」「だいたい思う」が保護
者は 97.6%です。児童は 83.0%
で、両者に若干のギャップがありま
すが、児童の「あまり思わない」の
回答は、その日にあったことや最近
あったことなどがかなり影響するこ
とがあるので、大まかな傾向はほ
ぼ同じだと考えられます。１.0%の
児童が「思わない」と回答している
ことを踏まえて、今後も児童の声に
耳を傾け、楽しいと思える学校生
活になるようより一層工夫していき
ます。 
 

「よく思う・だいたい思う」と、９
５.4％以上の保護者、８８.0％の児
童が回答しています。このことか
ら、保護者・児童共に、学校行事を
楽しみにしていることが分かりま
す。今年度は、創立１０周年記念運
動会を行い、児童が元気よく活動
する姿を見ていただくことができま
した。来年度も、様々な行事をどの
ような形で開催すればよいのか、
今年度の反省を生かし、児童が主
体的に活動する姿を見ていただけ
る学校行事を考えていきます。 
 

習慣づいていないと回答した児童
が18.0%、保護者が32.5%であ
ることや学校での様子から発達段
階に応じた支援の充実を図る必
要性を感じます。低学年では家庭
との連携により宿題をする児童の
見守りや声掛けの充実を図りま
す。また、高学年においては自ら学
習を進めることが大切であるた
め、学級や教科の指導の中で学
習の手引きなどを用いて、自立し
て学ぶことができるよう学習支援
を行っていきます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的な回答が保護者は 47.7％
で、児童は 55.0％であることか
ら、読書習慣の確立が課題だと考
えます。脳科学では、嫌々する読書
よりも、「面白い！」と思って読むこ
とで脳が成長するそうです。 図書
館支援員や中央図書館との連携
により、季節や学習の進度に応じ
た選書に努めていますが、より児
童のニーズを意識した蔵書の確保
や、家庭と連携した読書週間の確
立など、児童が読書に向かう意欲
の向上に努めます。 
 

児童の 27.4%が「生活習慣が身
についていない」と回答しており、ア
ンケートの結果から、特に早寝の習
慣が課題であると考えます。保健
教育で夜更かしや睡眠不足が学
校生活に及ぼす影響を考えさせる
など、今後も生活習慣の大切さに
ついて学習する機会を大切にしま
す。また、学年が上がるほど夜更か
しの原因として情報通信機器の利
用が考えられることから、学年通信
や学級懇談等で家庭との情報共
有を一層図り、連携に努めていきま
す。 

保護者は 83.8%、児童は 95.1%
が肯定的な回答をしていることか
ら、道徳や学級活動を通じて、友だ
ちを大切にする意識が高まってい
ることが伺えます。また、より良い友
だち関係を構築するに当たり、相
手の気持ちを考えさせるよう努め
ていることが人権意識の高まりに
つながっていると考えます。今後も、
児童が安心して生活できる環境づ
くりに努めるとともに、保護者には
その取り組みを積極的に伝え、理
解を図っていきます。 

保護者と児童との肯定的な回答に
若干の開きがあります。児童の悩み
が教職員と話すことで解決されて
いる現状が保護者に伝わっていな
いことが考えられます。学校から保
護者への説明や相談をより大切に
していくよう全教職員で共通理解
しました。今後は、「相談できていな
い」と回答した 22.5%の児童が減
少するよう全教職員が児童の不安
や心配事により敏感になり、相談し
やすい雰囲気づくりに努めていきま
す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.9%の児童が困ったときの対応
ができていないと考えられます。そ
のような状況を踏まえ、教職員も相
談できる対象として意識してもらえ
るよう学期ごとの「こども個人懇
談」の充実を図ります。さらに、日
頃の児童の何気ない様子を気に
かけ支援の充実を図るとともに、保
護者との連携につなげます。また、
今後も仲間づくりの構築に一層努
めることで自分の思いを聞いても
らえる友だちが一人でも増えるよう
努めます。 

「よく思う・だいたい思う」の回答
が保護者では 74．4％、児童では
88．3％となっています。「あまり思
わない・思わない」の回答が保護
者では20.9％であるため、今後は
一層、児童一人ひとりに合わせた
個別最適化な指導を心がけていき
ます。そのため、教職員全体で、授
業中に何を理解させ何を考えさせ
るか明確にし、基礎基本の徹底や
思考力をより一層伸ばす授業づく
りを進めます。また、ICT の効果的
な活用を考えていきます。 
 

「あまり思わない」「思わない」と
回答する保護者が 40.7%、児童
が 35.3%であることから、学習の
つまずきへの対応の必要性を感じ
ます。授業では ICT を活用するな
ど、個に応じた学習支援を進めて
いますが、さらに、個々の児童の学
習の達成状況を確実に把握するよ
う努めていきます。また、質問でき
る雰囲気づくりや「質問タイム」を
設定するなど、学習環境の工夫を
一層図っていきます。 

大切な手紙を金曜日に配布するよ
う取り組んできた成果として、金曜
日にお子様の配布物を気にしてく
ださる家庭が増えていると感じま
す。さらに金曜日を避けてチラシな
どを配布することで、保護者、児童
ともに金曜日の配布物の重要性の
理解を深めます。また、各学年の月
に 1度のHPの公開を一層充実さ
せることで児童自身も自ら検索し、
学校の教育活動への関心を高め
るとともに、広く多紀小学校の活動
を発信していきます。 


